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解
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ら
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､

｢

イ
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ム
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そ

現
代
の

社
食
的

､

政

治
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､

宗
教
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問
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に
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し

て
､

唯
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の

安
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な

解
決
策
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す
る
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あ

る
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を

確
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た
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ム
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ン
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･

ア
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が
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註
樺

(

内
○

言
ヲ
C
O

m
日
e

苧

t

p
→
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｢
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･
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を
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え
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､

､
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が
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瞭
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を

極
度
に
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醒
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マ
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ッ
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｡

モ

ハ

マ

デ
イ

ヤ

ー

は
日

常
生

活
の

あ

ら
ゆ

る

領
域
を

イ
ス

ラ

ム

の

原
則
に

従
っ

て

｢

い

か

に

生
き

る

か
+

に

つ

い

て
､

各
所
に

講
習

｡

ジ

(

-

F
r

合
を

開
催
し

､

こ

れ

を

徹
底
せ

し

め

る

運
動
を
｢

聖
戦
+

(

l

旨
監
.)

と

科
し

た
｡

ま
た
モ

ハ

マ

デ
イ

ヤ

ー

は
､

キ

リ

ス

ト

教
俸
造
園
の

方

法
に

な

ら
っ

て
､

数
多
く
の

学
校

､

国

賓
館

､

病
院

､

診
療
所

､

孤

兄
園

､

養
老
院
等
の

教
育

､

社
食
事
業
を

括
溌
に

推
進
し

､

他

方
､

コ

ー

ラ

ン

の

土

着
語
へ

の

翻
弄

､

雑
誌

､

新
聞
そ
の

他
の

出

63

版
活
動
を

盛
ん

に

行
い

､

イ
ン

ド

ネ

シ

ア
･
の

同
徽
文
化

､

教
育
向

ノ

国
数
敢
甘
の

近

代
化

と

経

済
倫
理

.

上
の

た
妙

に

大
な
る

貢
献
を

な

し

た
｡

絡
盾

､

モ

ハ
′

マ

デ
ィ

ナ

ー

運

動
は

､

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

回
教
徒
の

近

代
的
生

活
革
新

を

め

ざ

す

宗
教
復
興

改

革
運
動
で

あ
っ

た
の

で

あ

る
｡

(

1
)

C
.

∽

ロ
○

⊆
り

打

H
声

ぷ
→
○

且
e

‥

呂
○

ケ
P

m

m
e

d

P

n
-

の

芦
J
e

?

t

喜
.

e
払

○

ロ

ー

t

∽

○

コ
g

-

n
､

i

t

s

1

2
-
-

g
-

○

宏
■p
ロ

a

匂

○
-

≡
〔

巴
g

3
弓
･

t

F

P
ロ

d

旨

胃
e

∽

■e

ロ
t

賢

巳
e
･

芦

吋
･

｢
O

n
n

b
n

-

2
か

･

p
･

-

旨
.

(

W
.

句
.

≦
1

e

り
t

訂
-

ヨ
‥

H

ロ

n

b
ロ
e

巴
P

ロ

S
0
0
i

e

官

許

→
H

P

ゴ

巴
t

-

○

ロ
‥

A

翌
日

d
叫

O
f

S
0
0
小

巴

C
ビ
a

ロ

g
e
.

→
F
e

H

品
亡
e

-

せ
P

ロ
d

仁

ロ

g

-

温
か

.

ワ

宮
山

か

ら

引

用
｡

)

(

2
)

G
芸
才

]

甲

A
.

戸
‖

呂
O

d
e

l
ロ

→
1

①

ロ

d
m

こ
ロ

H

巴
P

芦
〔

E
･

〇

P
的

○

-

や

畠
.

-

き

p
p

∴

E
O

F
P

m
冒
e

d

P

2 .

∽

ヨ
‥

A

H
訂
t

O

ユ
○

巴

∽

弓
く
e

¥

(

C
F
P

p
.

-

○

)

○

已
O

a

q

2 ▲

く
.

勺
→

e
の

払
〉

】

貿
¢

.

N

O
か

胃
い

G

言
ロ
e

ぎ
p

日

日
-

¢
.

甲

く

○

㌣
H

巴
a

ヨ
‥

E
∽

琶
冨

ど
t

訂

2

已

弓
e

P

臼

d

¢

岩
弓
t

け

○
{

p

C

已
t

2
+

巴

→
→

P

巴
t
小

O

n

人
C
F
p

p
.

舛
H

〉

粥
H

:
)

｢
○

ロ
d
O

ロ

ー

ま
汁

N

筈
匂

ワ

(

3
)

野

原

四

郎

｢

近

代

同

数

改

革
思

想
+

世

界
史

講
座
西
亜

世

界

史

弘

文

堂

書
房
昭

和

十

九

年
二

五

九
ペ

ー

ジ
｡

な
お

､

右
の

｢

西

怒

世

界
史
+

中
の

井
筒
俊
彦
｢

イ

ス

ラ

ム

思

想
史
+

の

論

文

お

よ

び

小

林

元

｢

国

教
故
寵
+

(

弟
四

季
､

玉

章
)

清
洲
事
情
案
内

所
昭

和

十
三

年

刊

な

ど

む

み

よ
｡

(

4
)

G

2
n
e

b

望
-

ヨ
ー

O

p
.

〇

芦
-

や
一

芸
.

(

5
)

≦
d

y

胃
t

耳

芦

L
‥

H

ロ

巴
p

オ

C

已
t

声
→

e

旨
3
亡

g

F
t

F
O

A
g
e

の
･

N

ロ

d
.

の

千

村
P

臼

勺

E
+

-

巴
N

､

ワ

誅
竺

m

.
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た

し
か

に
､

近
代

同
数
改

革
運
動
は

､

そ
の

意
義
に

お

い

て
､

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

テ

ィ

ズ

ム

で

あ

る

と
い

う
こ

と
が

で

き
る

｡

し
か

も
､

し
ば

し
ば

､

十
八

世

紀
の

ワ

ッ

ハ

ー

ブ

主
義
は

､

そ

の

保
守

性
に

お

い

て
､

ル

ー

タ

ー

主

義
に

此

せ

ら

れ
､

十

九

世
紀
の

新
ワ

ッ

ハ

ー

ブ

主
義
は

､

そ
の

進

歩
性
に

お

い

て
､

カ

ル

ダ
ィ

ン

主
義

に

擬
せ

ら
れ

る
｡

前
者
に

つ

い

て

は

多
く

異
論
の

な
い

と
こ

ろ

で

あ

る

が
､

後
者
に

つ

い

て

は

議
論
の

存
す
る

と
こ

ろ
で

あ
っ

て
､

新
ワ

ッ

ハ

ー

ブ

主

義
に

は
カ

ル

ダ
ィ

ニ

ズ

ム

の

本
質
的
特
徴
と

せ

ら

れ

る

と
こ

ろ
の

｢

現

世

内

的

禁

欲

主

義
+

(
i

日
日
e
→

司
e

芹
-

ど
F
e

A
の

打
¢

琵
)

が

全

く

軟
け
て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

鮎
に

関
し
て

､

わ

れ

わ
れ

は
マ

ッ

ク

ス

･

ウ
ニ

バ

ー

の

比

較
宗
教
社
食
畢
の

立

場

に

よ
る

解
明
に

最
初
の

手
懸

り

を

求
め

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

ウ

ミ
ハ

一

に

よ

れ

ば
､

原
始
同

数
で

は

禁
欲

は

全
く

認
め

ら
れ

(

l
)

な
い

｡

ま

た

同

数
の

托
鉢
借
拘
禁
欲
は

ウ
ェ

バ

ー

の

い

わ

ゆ

る

｢

遁
世

的
禁
欲
+

(

弓
e

】

t

P

賢
ど

i

g
e

A

旨
e

旨
)

で

あ
っ

て
､

そ

れ

は

本
質
的
に

カ

ル

ダ
ィ

ニ

ズ

ム

の

｢

行
動
的
禁
欲
+

(

巴
e

P

材
･

江

諾

A

許
e

岩
)

な
い

し

｢

現

世

内
的
禁
欲
+

と

は

異
な

る

も

の

で

あ
る

｡

何
故
な

ら

遁
世

的
禁
欲

は
､

現
世

内

的

禁

欲

の

ご

と

く
､

超
現

世
的
創
造
紳
と
の

関
係
か

ら

で

は

な

く
､

全
く

別
の

神

国
数
敢

骨
の

近

代

化
と

経
済
倫

理

∴

秘
的
法
悦
的
起
源
に

畿
す
る

も
の

で

あ

る

か

ら

で

あ

る
｡

禁
欲
と

い

う
外

形
に

お

い

て

は

似
て

い

て

も
､

遁
世

的
禁
欲
は

行
動
の

極

小

化
で

あ

り
､

現
世

内

的
禁
欲

は

行
動
の

積
極
化
で

あ

る

と
い

う

鮎
に

お

い

て

本

質
的
に

封
立

す
る

の

で

あ

る
｡

ウ
ニ

バ

ー

の

｢

現

世

担
香
+

(

W
e
-

t

P

E
e

F
日
日
ロ
粥
)

の

宗

教

類

型

学
か

ら
い

え

ば
､

プ

ロ

テ
ス

タ

ン

テ

ィ

ズ

ム

は

｢

禁
欲
主

義
+

の

型
で

あ

り
､

イ
ス

ラ

ム

は

｢

神
秘
主
義
+

(

呂

篭
t
i

吋
)

の

型

に

属
す
る

｡

も

ち

ろ
ん

ア

ラ

ビ

ア

に

生
れ

た

原
始
同

数
そ

の

も

の

は

ス

ー

･
フ

ィ

神
秘
主

義
で

は

な

く
､

む

し

ろ
イ

ス

ラ

ム

に

ふ

く

ま

れ

た

神
秘
主

｡

ス

ム義
は

キ

リ

ス

ト

教
グ

ノ

ー
･シ
ス

汲
や
ペ

ル

シ

ァ

の

神
秘
思
恕
の

影

馨
に

よ

る

外
来
的
要
素
で

あ
っ

て
､

.
ワ

ッ

ハ

ー

ブ

主
義
こ

そ
､

こ

の

+

ぅ

な

神
秘
主

義
か

ら
イ

ス

ラ

ム

を

純
化
せ

ん

と

す
る

改

革
運

動
で

あ
っ

た
の

で

あ

る
｡

そ

の

意
味
で

ワ

ッ

･ハ

ー

ブ

主

義
に

よ

る

イ

ス

ラ

ム

を

単
純
に

神
秘
主

義
の

類
型
に

押
し

込

む
こ

と
は

で

き

な
い

で

あ

ろ

う
｡

し
か

し

ワ

ッ

ハ

ー

ブ

主
義
や

新
ワ

ッ

ハ

ー

ブ

主

義
に

､

禁
欲
思
想
が

見
出
さ

れ

な
い

限
り

､

禁
欲

主
義
の

類
型
に

入

れ

る

こ

と

は

で

き

な
い

｡

ク
ェ

バ

ー

は

明

言
し
て

い

な
い

が
､

お

そ

ら

く

㌢

ッ

ハ

ー

ブ

主

義
は

､

｢

遁
世

的

神
威
主
義
+

で

は

な
い

に

し
て

も
､

結
局

は

｢

現
せ
内
的
神

秘
主
義
+

(

ど
ロ
の
叫

司
巴
t
-

ど

訂
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一

橋
.
論

叢

帝
王

十

七

春

希
五

幼

駕

篭
t

芹
)

に

辟
属
す
る

も
の

と

み

る
ぺ

き

で

あ

ろ

う
｡

禁

欲

主

義
と

神
秘
主
義
と
の

相
違
は

､

.
前
者
が

､

爾
祉
の
･
享

受
を

､

人
が

紳
の

｢

道
具
+

(

弓
寛
村

語

長
)

と

な
っ

て

行
動
す
る

こ

と
の

中
に

求
め
る

の

に

た

い

し
て

､

後
者
は

人

は

紳
の

手

足
(

道
具
)

で

ほ

ハ

ル

デ
ル

ン

な

く
､

｢

容
器
+

(

G

免
許
∽

)

で

あ

り
､

頑
祉
は

行
動
の

中
に

で

は

(

1

ベ

ン

な

く

｢

感
得
+

に

求
む
ぺ

き

で

あ

る

と

な

す
鮎
に

あ

る
｡

こ

こ

か

ら

同
じ

く

｢

解
脱
宗
教
+

(

臼

ユ

訂
仁
n
g

賀
e
-

首
-

O

n
)

■
で

あ

り

な
が

ら
､

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

テ

ィ

ズ

ム

と

イ

ス

ラ

ム

と
の

現

世
の

営
み

に

お

け

る

合
理

的
目

標
の

相
違
が

生
れ

る

の

で

あ

る
｡

ウ
ェ

バ

ー

の

説
く

と
こ

ろ

に

よ

れ

ば
､

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

テ

ィ

ズ

ム
､

な

か

ん

ず
く
カ

ル

ダ
ィ

ニ

ズ

ム

の

現
世

内

的

禁

欲

主

義
に

は
､

二

つ

の

前
揺
す
な

わ

ち
､

な
ん

び

と

も

｢

選
ば

れ

て

い

る
+

(

G
日
p

n

わ
日

弓
P

E
)

と

自
己

を

確
信
す
る

こ

と

(

主

観
的
確
信
)

､

な

ら
び

に
､

｢

紳
の

発
光
を

増
す
た

め

に
+

(
i

ゴ

ロ
且
○
→

e

m

g
-

〇
･

ユ
P

m

U
e
i

)

紳
に

ょ
っ

て

召

命
せ

ら
れ

た

｢

不

断
の

職
業
労
働
+

(

岸
里
】

○
∽

e

出
面

岩
訂
p

旨
e

芹
)

の

中
に

お

い

て

の

み
､

｢

救
い

の

確

か

さ
+

(

O

e

ユ
i

t

β
払

b

払

巴

已
-

払

)

が

興
え

ら

れ

る

と
い

う
こ

と
(

客

(

2
)

現
的
確
琵
)

が
､

基
礎
と

な
っ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

殊
に

重

要
な

■
の

は

第
二

の

前
提
で

あ
っ

て
､

現

世
の

職
業
を

紳
に

よ

っ

て

召

さ

つ

■音
れ

た

天
職
と

考
え

､

.
職
業
へ

の

不

断
の

献
身
の

う
ち
に

救
い

を

確

遼
せ

ん

と

努
め

る

と
こ

ろ
に

､

禁
欲
に

た
い

す
る

積
極
的
な

刺
戟

が

生

れ

た

の

で

あ

る
｡

そ

し

て

こ

こ

か

ら
､

自
己
の

生

活
の

｢

不

断
の

自
己

審
査
+

(

軒
｡

日
払
t

呂
t

』

紆
】

訂
t

吋
｡

n
t

邑
-

e
)

と

｢

計
量

的
規
律
+

(

p
-

P

日

日

賢
巴
g
e

.

河
e

巴
e

日
中
ロ
t

訂
→

ロ

ロ
g
)

に

よ

る

｢

方

(

3
)

法
的
に

合
理

化
さ

れ

た

倫
理

的
生

活
態

度
+

(

m
e
t

F
O

巴
∽

の

F

→

守

t

㌻
n

巴
訂
岩

.

→
t

e

e
t

F

訂
c

F
e

P
e

訂
ロ
∽

宗

F
亡
ロ
g
)

が

形
成
さ

れ

た

の

で

あ

る
｡

カ

ル

ダ
ィ

ニ

ズ

ム

の

宗
教
倫
理

を
こ

の

よ

う
に

理

解

す
る

こ

と

に

ま
っ

て
､

ウ
ェ

バ

ー

は

近

代
資
本
主

義
の

経
済
倫
理

-
合
理

主

義
的
精

神
の

基

礎
を

求
め

た

の

で

あ

る
｡

禁
欲

的
プ

ロ

テ

ス

タ

ン

テ

ィ

ズ

ム

と

し
て

の

カ

ル

ダ
ィ

ニ

ズ

ム

の

宗
教
倫
理

と

経
済

倫
理

と
の

関
係
が

こ

の

よ

う
に

観
察
さ

れ
る

と

き
､

し

か

ら

ば

イ

ス

ラ
ム

の

そ

れ

は
い

か

に

理

解
さ

る

べ

き
で

あ

ろ

う
か

｡

ウ
ェ

バ

ー

も

述
べ

て

い

る

よ

う
に

､

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

宗
教
改

革
の

意
義
は

何
よ

り

も

ま

ず
､

カ

ト

リ

シ

ズ

ム

と

は

反
封
に

､

世

＼

俗
的
職
業
労
働
に

た

い

し
て

､

宗
教
的
報
償
と

倫
理

的
重

税
を

賦

(

4
)

興
し

た

こ

と

に

あ
っ

た
｡

そ

し
て

こ

の

こ

と

は
､

す
べ

て

の

世

俗

的
行
為
に

､

終
局

的
意

義
は

知
る

由
も

な
い

が
､

と
に

か

く
一

度

4 ∂q



グ

ナ

ー

デ
ソ

シ

ュ

ダ

ン

ト

は

蘇
現
す
ぺ

き

紳
の

意
匪
へ

の

奉
仕
と

し
て
†

ま

た

恩
寵
状
態
の

試
練
と

し
て

､

合
理

的
解
帝
を

加
え

､

か

く
て

､

全

く

被
造
物
的

な

堕
落
し
た

と
み

な
さ

れ

る

よ

う
な

経
済
世

界
の

現

象
を

も
､

神

意
の

箕
現
と

し
て

､

ま

た

義
務
履
行
の

手
段
と

し
て

受
け
い

れ

る

こ

と

を

意
味
す
る

｡

こ

れ

は

最
終
的
に

あ

ら

ゆ

る

人

間
の

到
達
し

ぅ
ぺ

き

目

標
と

し
て

の

解
脱
を

地
棄
し

､

根
擾
の

な
い

個
別

的
な

恩
寵
を

求
め
ん

と

す
る

も

の

で

あ

っ

て
､

そ

の

｢

非

友

愛

的
+

(

P
ロ
オ

弓

監
e

ユ
ー

O

F
村
¢
i

t
)

立

場
は

､

事
案
上

す
で

に

本
来
の

解

脱

(

5
)

宗
教
で

は

な

く

な
っ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
に

し
て

｢

清

数
的
職
業
倫
理
+

(

召
邑
告

ぎ
訂

野
呂
巾

邑
E
打
)

は

友

愛
の

普
遍
性
を

地
棄
し

､

カ

ト

け

シ

ズ

ム

の

｢

カ

リ

タ

ス
+

(

0

寛
i

叶

監
)

の

俸
統
的
形
式
を

打
破
し

た

と
こ

ろ

に
､

そ
の

本
質
的
意
義
が

あ

(

6
)

る

の

で

あ
る

｡

こ

れ

に

た

い

し
て

､

解
脱

宗
教
と

し
て

の

イ
ス

ラ

ム

は
､

カ

ト

(

7
)

_

リ

シ

ズ

ム

と

同
じ

く
､

普
遍
的
な

｢

友

愛
倫
理
+

(
]

腎

筐
e

ユ
i

q
F
･

材
e

芹

邑
E
吋
)

の

基
礎
の

上
に

立
っ

て

い

る
｡

そ

れ

は

漁
言

宗

教

と

し
て

､

ま

ず
血

族
共
同
鰻
の

呪

術
的
拘
束
性
お

よ

び

排
他
性
を

打
破

し
､

た

ん

な
る

｢

隣
人

繭
係
的
倫
理
+

(

当

g
F

ど
r

諾
O

F

已
t

s
･

る7

き
F
i

打
)

を

超
え

た

友

愛

倫
理

を
､

新
な
る

同
信
的
共
同

傑
の

内
部

将
数
社

骨
の

近

代
化

と

腱

臍
倫
理

に

螢
展
せ

し

め

る
α

こ

の

宗
教
的
友
愛
倫
理
の

行
動
尻
則
は

､

第

一

に

は
､

｢

封
内
道
徳
お

よ

び

封

外

道

徳
の

二

元

性
+

(

0
声

巴
†

∽

日

宏
a

b
り

翌
日
n
e

n
･

仁
ロ
d

A
仁
の

旨
ロ

m
O

旨
-

)

､

で

あ

り
､

第
二

に

は
､

｢

封
内

道
徳
に

お

け

る

畢
純
な

る

相
互

主

義
+

(

巴
e

e
i

已
p
･

〇

F
e

河
e

軋
セ
リ
ロ

N
-

t

賢
)

(

｢

枚
の

我
に

施
す
ご

と

く
､

我
も

汝
に

施
さ

ん
+

と

い

う

原

則
)

で

あ

る
｡

こ

の

繭

原
則
の

経
済
的

蹄

結

と

し

て
､

封
内

道
徳
に

限

定
さ

れ

た

｢

友
愛
的
扶

助

義

務
の

原

則
+

(

d

p
s

勺

3 .

ロ

臥
せ

d

e
り

宮
中
n

b

ユ
ー

〔

F
e

ロ

Z
O
t

E
-

訂
p

空
○

ど
)

が

生
れ

る
｡

そ

れ

は

無

封
債
の

使
用

貸
借

､

無
利
子
の

金

銭
貸
借

､

富
者
の

貧

者
に

た
い

す
る

厚
遇
お

よ

び

援
助

義
儲

､

隣
人
の

た

め
の

無
償
労

働
な

ど

と

な
っ

て

あ

ら

わ

れ

る
｡

こ

れ

ら

す
べ

て

の

基

礎

と

し

て
､

汝
に

今
日

映
乏

す
る

も
の

は
､

明
日

我
に

映
乏

す
る

こ

■と

あ

ら

ん

と
い

う
原

則
が

､

暗
獣
の

う

ち
に

は
た

ら
い

て

い

る

の

で

あ

る
｡

し

た

が
っ

て
､

交

換
と

貸
輿
に

お

け
る

掛
値
取
引
や

､

債
務

の

結
果
た

る

永

墳
的
奴

隷
状
態
の

螢
生

な
ど

は
､

外

部
関
係
に

だ

け

安

嘗
す
る

｢

封
外

道
徳
+

の

み

に

限

定
さ

れ

た
の

で

あ

る
｡

イ
ス

ラ

ム

に

お

け
る

宗
教
倫
理

が
､

以
上

に

述
べ

た

よ

う
な

友

愛
倫
理
に

基
礎
を
お

く

結
果
と

し
て

､

そ

の

経

済

倫

理

の

核

心

が
､

｢

ザ

カ

ー

ト
+

(

喜
捨
)

(

N
p

打

巴
)

お

よ

び

｢

リ
バ

ー

(

高
利

･

4 β∂
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イ

ス

ラ

ム

の

リ

バ

ー

と

同
じ

艶
問
を

､

･

ケ

ー

ス

ラ

(

¢
s

弓
p
)

の

問
題
と

し
て

取
り

組
み

､

そ

の

終
決
へ

の

橋
渡
し

を

試
み

た

聖
ト

マ

ス

･

ア

㌢

イ

ナ
ス

(

→
F
O

目
監

A
β

五
日

監
､

-

N

N

ミ

⊥
N

Y
こ

を

想

起
し

な
い

わ

け
に

は
い

か

な
い
｡

聖
ト
マ

ス

の

ク

ー

ス

ラ

論
に

関
し

て
､

わ

れ

わ

れ

は

上

田

辰

之

助

博
士
の

原
典
に

即
し
た

綿
密
周

到
な
る

解

明

に

恵

ま

れ

て

い

(

1 0
)

る
｡

い

ま
こ

こ

に

そ

れ

を

仔
細
に

わ

た
っ

て

再
現

す
る

の

は

本
稿

の

目

的
と

す
る

と
こ

ろ
で

は

な
い

｡

た

だ

博

士

の

解

明

に

よ

っ

て
､

わ

れ

わ

れ
の

知
り

う
る

こ

と
は

､

聖
ト

マ

ス

が

ウ

ー

ス

ラ

を
.

原
則
と

し
て

は
こ

れ

を

認
め
な

が

ら

も
､

賽
際
生

活
に

た
い

す
る

祝
い

感

覚
を

も

ち
､

貨
幣
の

資
本

性
が

い

よ

い

よ

増

大
す
る

時
代

の

趨
勢
に

深
い

理

解
を

も
っ

て
､

ウ

リ

ス

ト

テ

レ

ス

的
･

中
世

敦

含
的
貨
幣
観
の

限

界
を

明

示

し
､

何
ら
か

そ

こ

に

ウ

ー

ス

ラ

の

禁

制
に

抵
解
し

な
い

場
合
を

見
出
さ

ん

と

努
力
し

た
こ

と

で

あ

る
｡

す
な

わ

ち

原

則
と

し
て

金

銭
は

そ
れ

み

ず
か

ら

決
し

て

利
子

を

生

ま

な
い

､

但
し

何
ら
か

他
の

力
ま
た

は

事
情
が

金
銭
に

加
わ
っ

た

と

き

七

は
､

或
る

飴
剥
が

嶺

生

す
る

か

む

知
れ

な
い

｡

そ
の

よ

う

な

飴
剰
は

金

銭
の

使
用

粁
で

は

な
い

か

ら
､

ク

ー

ス

ラ

の

禁
制
に

6 9

ほ

腐
れ

な
い

､

と
い

う

論
法
を

す
す
め
た

｡

そ

し

て

こ

の

よ

う
な

国

教
敢

食
の

近

代

化

と

経

済
倫
理

除
外

的
事

情
と

し
て

､

(

一

)

換
寄
贈
僚

-
こ

れ

に

は
｢

教
生

し

た

損

害
+

(

d
P

日
日
日

日

e

日
e

→

g
e

日
∽

)

の

賠

償
と

､

｢

停
止

せ

る

利

益
+

(

-

∈
U

2
日

O
e
∽

笹
口
S
)

に

た
い

す
る

臍
償
の

二

種
類
が

あ

げ

ら

れ
､

ト

マ

ス

は

前
者
を

肯
定
し

た

が

後
者
を

香
定
し
た

｡

し
か

し

ト

マ

ス

以

後
の

紳
争

者
は

後
者
を

も
止

日

足

す
る

に

至
っ

た
｡

(

二
)

贈

輿
･

F
借
主
が

貸
主
に

た

い

し
て

白

嶺

的
に

鬼

す

謝

穐
｡

(

三
)

勤
労
(

訂
d

宏
t

ロ.

P
)

-
貨
幣
は

畢
濁
に

は

貨
幣
を

生

み

得
な
い

が
､

人

間
の

勤

労
が

こ

れ

に

加

わ
れ

ば

利
益

を
生

む

可

能
性
が

あ

る
｡

(

四
)

組
合
出
資

-
｢

金

銀
を

な

ん
.

ら

か

の

組
合
の

形
式
に

よ

り
､

商
人

或
は

職
人
に

托
す
る

人

は
､

そ
の

金

銭
の

所
有
権
を

そ

の

者
に

移
さ

ず
､

そ

れ

は

依
然
と

し
て

彼
の

も

の

で

あ

る

か

ら
､

商
人

が

そ

れ

を

以

て

商
資
し

､

職
人
が

働
く
の

も
､

金

主

自
身
の

危
険
に

お

い

て

で

あ

る
｡

し

た
が

っ

て
､

彼
は

そ
れ

よ

り

生

ず
る

利
益

の
一

部
を

自
己

に

属

す
る

も
の

と

し
て

正
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す
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論
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